
6月 定例会 日 程

6月初日 開会、提案理由説明

6月29日 議案調査のため休会

6月初日-7月2日
質疑及び市政一般質問

7月3日-5U 各常任委員会

7月6t， 各常任委員長報告、採
決、閉会
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本 市 の人口

(1出荷151年7月1日現在〉

人口総数 196，060人

男 95.512人

女 100.548人

帯 数 62.425世帯
編集・発行世

川

六
月
富
市
警
は
、
二
十
八
日
に
招
集
さ
れ
、
会
期
を
七
月
六
日
ま
で
の
九
月
間
と
ま
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
草
菜
採
る
給
与

r

川

等
に
関
す
る
希
望
に
つ
い
て
専
の
議
開
師
事
補
正
予
算
警
干
八
件
を
い
ず
れ
も
罪
主
管
室
翠
に
問
躍
す
き
と
に
決

川

川

し
ま
し
た
。

川

川

な
お
、
最
純
白
に
は
、
正
副
議
長
の
逃
嘩
と
常
任
噴
貝
の
改
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
結
果
、
第
五
十
七
代
践
長
に
込
山
質
経
頁
(
社
金
党
)
が
、

山

川

ま
た
、
第
六
十
八
代
馴
警
に
柏
原
書
(
自
民
党
)
が
い
ず
れ
も
指
名
推
選
に
よ
り
章
一
致
を
も
っ
て
当
選
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
地

川H" 

川

方
被
告
噛m
H
H
羊
散
改
選
制
反
対
に
関
す
る
溜
見
畳
間
、
「
中
小
A
m
飛
車
韓
外
野
確
保
法
」
の
早
期
制
定
を
求
め
る
意
見
曹
の
提
固
と
甲
府
旭
区
広
繍

川

川

富
事
霊
童
ぴ
に
甲
府
市
主
穂
村
中
学
棺
坦
議
会
的
補
欠
議
員
の
遇
措
を
そ
れ
ぞ
れ
行
い
、
七
月
六
日
に
読
会
高
U
ま
し
た
。

川

を
商
責
宙
と
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
な
一合
後
、
変
通
事
情
等
を
十
件
勘
唱
し
、

議

会

主

E
Eヨ
こ

一一
一
文
眠
た

の
で
、
拙
一
万
や
議
会
の
意
見
再
開
い
て
一
ま
た
、
既
存
来
者
と
も
話
各
い
を
十

選

出

直
n
望
書

t
t
f調
E

答
案
を
つ
く
り
た
い
。

一言
う
な
か
で
、
県
並
び
に
公
審
員

心
齢
杭
吋

r一
語

手

書

さ

れ

、

妻

一

霊

会

館

に

つ

い

て

は

、

い

重

し

一会
の
協
力
も
得
て
殺
置
で
き
る
よ
う
に

‘
明
訓
・
陰
極
・
眠
リ
P
一て
同
意
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。
一
合
っ
て
お
り
、
煮
詰
め
は
で
き
て
い
な
一努
力
し
た
い
。

E
E
3一〈

長
瀬
正
左
衛
門
氏
の
略
歴

V
一
い
が
、
閉
会
館
は
開
校
舎
の
方
に
つ
く
一

O
ひ

ょ

う

害

対

策

-4
・
圃
・
園
町
・
・
凋
‘
、

一甲
府
閉
朝
光
寺
町
一
一
一
ニ
三
五
番
地

一り
た
い
と
の
嬰
望
が
あ
る
。
身
後

r詰
一

4
an-
-、
市

整

um
員
二
期
、
民
主
員
長
、
甲
一め

を

し

て

い

く

。

一

技

術

指

導

寝

室

長

室

直

一府

駅

近

代

化

促

進

局

長

喜

一。

商

庖

街

対

策

一

を

協

力

に

宮

古

貴

重

の

議

長

い

、
一蚕
員
会
室
長
、
議
縫
製
貝
毒

一

一

間
ひ
ょ
う
害
対
策
は
ど
う
か
、
県

新
た
に
長
期
正
左
輔
盟
量
任
す
る
豆
、

Eク
ラ
ブ
、
六
五
才
。

一

Z
n
E間
庖
街
の

一樹
共
済
の
加
ス
者
は
約
半
世
と
聞
く
が

一

診

断

本

年

度

実

施

一

一

一間
扇
点
と
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
考
え

骨
後
は
二
度
ル
問
題
の
起
き
な
い
よ
う
一
で
あ
る
。

一
間

最
近
、
大
型
屈
の
進
出
が
目
立
一を
聞
き
た
い
。

指
導
を
強
厄
す
る
と
と
も
に
、
従
事
者
一
指
導
方
針
と
し
て
は
、
胃
少
革
期
に
一ち
、
消
費
者
は
一
か
所
で
ま
仁
合
う
大
一
答
ひ
ょ
う
害
対
策
に
つ
い
て
は
、

の
研
修
、
波
仰
の
改
膏
帯
に
よ
り
対
処
十お
い
て
、

mm
か
な
λ
問
形
成
を
は
か
る
一型
雇
に
集
中
し
、
周
辺
商
盾
は
、
乙
の
一夜
術
田
市
噂
を
強
力
「
逗
め
る
と
と
も
に

す
る
。

一た
め
に
は
、
半
授
教
育
の
み
に
依
存
し
一防
閣
僚
に
必
死
で
あ
る
.
末
況
に
あ
え
一共
済
企
の
早
期
支
出
、
融
資
面
で
は
天

一が
ち
な
従
来
の
教
育
似
昏
改
め
、
官
隆
一ぐ
商
庖
街
の
安
定
成
長
が
図
れ
る
よ
う
一災
融
資
法
等
で
対
処
す
る
。
M

晴
樹
共
済

一
般
簡
は
、
六
月
三
十
日
か
ら
七
月
一

一日
ま
で
の
三
品
に
わ
た
り
、

一会
で
も
露
抑
祭
の
嬰
毒
装
し
一=一
十
一
ニ
ベ
ッ
ド
も
閉
鎖
さ
れ
、
謀
婦
、
青
少
年
一
対
策

一
書
、
草
書
、
社
会
警
が
そ
れ
一定
葺
が
必
要
で
あ
る
が
、
主
主
に
つ
い
て
は
、
買
の
た
め
の
努
力
は

石
丸
あ
吉
己
実
開
日
比
)
、
町
議
E
左
楕
門
(
市
政
ク
)
、
同
一
四
川
夫
(
市

一て
い
た
と
こ
ろ
、
奇
僚
や
っ
と
自
の
旦
昭
一
慌
に
問
題
が
あ
る
と
思
う
が
、
そ
の
一

青

少
年
の
不
良
化

一
ぞ
れ
独
自
の
教
吉
田
能
袴
発
揮
し
な
が
一え
乏
開
い
た
い
。
一
し
て
き
た
が
理
解
壱
得
る
こ
と
が
で
き

号

、
祭

器

(

市

号

、
渡
辺
警
(
自
民
党
)
、
由
主
八
郎

一を
み
た
有
罪
、
こ
の
こ
と
は
む
し
一実
態
と
裂
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

一

対
策
と
そ
の
墨
田

五
、
相
互
に
補
完
し
あ
う
組
合
的
喜
一
答

望

書

官

商

事

露

呈

な

か

っ

た

。
奇
抜
は
霊
的
に
盲
話

(
社
会
党
)
、
小
林
阪
作
(
公
聞
き
の
七
民
が
各
党
震
を
代
表
し
刑
務

一ろ
署
長
し
た
と
い
え
る
。

一
答
蓄
の
改
造
計
画
で
ベ
ッ
ド
が
一
間
宵
少
年
の
た
め
の
富
議
に
一産
手
掛
裂
と
さ
れ
る
、
学
枝
豆
極
的
に
汗
い
的
確
な
集
室
、
経
営
一入
を
目
指
L
最
曹
の
努
力
を
す
る
。
ま

所
移
転
、
教
育
、
忠
義
対
策
室
一
面
す
る
市
君
臨
点
を
と
り
あ
げ

一
こ
の
た
び
の
型
予
算
に
肘
上
さ
れ
一目
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
特
捜
一
お
い
て
、
償
金
育
成
の
た
め
の
自
主
的
一で
は
、
教
師
が
児
童
、
生
徒
一

λ
一
人
昔
、
経
営
合
理
化
雪
指
導
し
て
い
了
ん
喜
補
慣
制
度
に
つ
い
て
は
、
作
物

語
な
質
問
堂
島
し
ま
し
た
。
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
り

一た
空
運
動
舷
進
議
会
話
す
る
一期
室
長
因
で
は
な
い
。
現
在
百
五
一
高
差
め
て
い
る
が
、
青
少
年
の
互
の
宮
署
微
細
な
変
化
に
星
向
吋
る
一く

宅

一

別

に

一

類

か

ら

四

類

ま

で

去

如

さ

ま
す
。

一補
塁
は
、
も
っ
と
器
し
て
題
約
一十
一
五
定
員
長
し
六
名
が
重

L
Eは
孫
々
警
の
傾
向
に
き
が
、
一実
に
、
特
別
活
動
、
教
討
議
な
と
一同
品
司
法
商
工
主
導
、
課
題
一れ
、
類
別
に
=
額
以
上
の
警
が
あ
っ

号

制
め
る
と
と
が
で
塁
。
芝
、

一長
す
べ
き
だ
と
思
う

2
2
1、

裂
と
し
て
は
院
内
聾
一
甲
府
市
の
蓄
は
ど
手
、
ま
た
、
そ
言
語
唱
に
室
長
、
ま
た
、
基
一の
協
力
毒
な
が
ら
混
皇
室
、

一き

で

な

い
と
補
償
さ
れ
な
い
と
い

〈
〉
刑
務
所
問
題

一童
話
の
時
期
が
同
時
と
な
暴
の
一
答
新
善
運
動
は
、
七
月
一
日
か
一
成
、
既
存
重
機
関
へ
の
協
力
及
互
の
導
方
針
案
せ
。
専
の
主
に
お
い
て
は
、
量
生
徒
一近
隣
型
車
寄
集
団
化
、
起
草
一品
警
が
あ
る
た
め
、
乙
の
制
霊

2
5
0
%
前

ぷ

品

開

昨

日

夜

刊

日

計

れ

れ

昨

日

一

れ

れ

説

話

料

刊

誌

一

ト

江

ぽ

抗

日

目

立

司

法

げ

計

十

九

叫

す

を

活

発

一司
地
塘
ぐ
る
み
の
発
展
に
ま
て
一話

吋

刊

誌

く

桜

署

し

て
V
る

問
昨
日
i
u
i万
一
説
明
h
u院
は
持
品
一的
ド
吋
リ
リ
刊
誌
一
日
日
目
前
哨
リ
ゴ
明
円
山
れ
れ
割
れ
れ
ば
区
一。
義
務
教
育
問
題

一炉
凶
作
翌
日
純
一。
土
地
開
発
公
社
問
題

式
と
聞
く
が
そ
め
利
点
は
伺
か
。
ま
君
民
の
間
孝
介
聞
い
t
対
処
す
る
が
補
助
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
一八
V
給

食

問

題

す
し
た
者
一
一
名
、
計
一
一
一
一
一
一
名
で
前
年
一

難

者

テ

ス

ト

一融
資
害
い
書
官
指
導
育
成
章

一

組
織
改
善
を
し
ガ

た
、
移
転
に
よ
る
阿
蘇
措
置
、
跡
間
利
一
票
、
主
に
つ
い
て
は
ま
小
の
移
一
う
な
運
動
は
、
市
民
自
ら
の
脅
豆
一

F量
し
、
十
五
議
と
な
っ
7
い
一

は

是

か

非

か

か
っ
て
い
る
。

一

ラ
ス
張
り
運
営
を

用
な
ど
の
唱
え
方
舟
聞
き
た
い
。

一転
及
び
公
理
由
段
、
住
宅
地
骨
髄
噂
で
す
が
な
い
と
な
か
な
か
察
知
を
期
せ
な
一

研

修

・

段

備

の

一

一

回

伊

軒

町

商

晴

樹

に

つ

い

て

は

、

主

答
葬
式
よ
り
は
約
六
年
章
一あ
り
、
来
年
産
定
の
話
異
国
一お

で
、
富
と
l
て
は
側
耐
震
は
一

改

善

等

で

対

処

一

-f為

山

号

、

盛

品

俳

互

の

刊

誌

訪

日

時

四

件

一持

j
断
書
っ
て
指
揮
し
て

7
叫

花

町

時

脱

議

会

役

員

を

改

選

糊
一
献
に
よ
り
議
長
込
山
氏
・
副
議
長
柏
原
氏



一山

地
方
限
会
園
田
員
半
数
方
公
共
団
体
に
と
っ
て
、
行
財
政
に
営
と
、
従
業
員
の
比
稽
世
帯
う
だ
吋

胎

同

改
器

反
対
に
闘
す

及
ぼ
す
蓄
は
多
大
な
言
の
が
あ
で
な
く
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
画
一

要

一川

る
意
見
寄

り

ま

す

。

的

な

も

の

と

な
り
、
消
費
者
の
刺
益

d
F
制
方
自
治
制
度
の
改
革
毒
討
し
よ
っ
て
甲
府
市
議
会
は
雨
量
雪
さ
な
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
特

耳
水

一

得

る

一
山
て
い
た
明
方
制
度
調
完
全
は
、
舎
此
献
金
繊
員
め
半
散
改
選
制
」
の
制
度
に
に
本
市
の
よ
う
な
中
小
企
略
者
の
多

宵
語
貝
の
増
員
を
行
う
も
の
で
す
が
、
一
議
事
第
六
七
号
昭
和
五
十
一
生
度
一

す

一
山
「
性
民
の
自
治
意
織
の
向
上
に
資
す
対
し
強
く
反
対
す
る
も
の
で
あ
り
ま
い
都
市
に
お
い
て
は
、
乙
れ
ら
商
品

ヨ

↑撃

の

芸

教

育

費

宗

教

皇

一甲
府
市
一
般
会
計
補
草
算
(
第
一一号
)一

パ

畑

一

…

る

た

め

の

喜

」

と

し

て

富

害

す

。

へ

の

大

作

業

率

臣

、

大

き

な

社

f

一研
究
か
ら
、
更
に
閉
の
児
京
生
徒
鎚
企
一山
所
信
分
の
う
ち
、
才
入
昂
十
四
豚
雑
一

円

沌

一川

っ
た
が
そ
む
う
ち
「
相
方
um民
め
半
右
前
方
自
問
問
第
九
十
九
発
第
二
会
問
題
と
ぎ
凡
な
り
、
謀
者
の
先
々

月

一

誇
岳
民
会
に
話
さ
れ
た
十
一
鰭
一育
成
金
の
富
に
恕
づ
く
具
体
的
豊
一入
に
つ
い
て
は
、
集
票
声
明
を
一

a

創

市

制
整
ぎ
の
制
度
化
場
入
問
題
に
習
規
定
に
よ
り
、
意
義
車
問
の
語
不
安
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の

立

を

い

ず
れ
も
援
と
お
り
可
決
レ
一指
帯
電
行
う
た
め
、
百
歯
車
一取
得
す
る
た
め
の
原
町
村
容
量
一

沈

下

つ

い
て
ま
、
主
に
-E
つ

し

ま

す

。

が

現

状

で

あ

与

す

。

年

一

一

一

初

一川
〕

。

よ

れ

れ

十

時

終

諮

問

自

一

持

続

比

ピ

斜

地

賠

訴

ι時
計

約

一

帽

一川

書

日

叫

ん

料

開

昭

和

五

十

一

時

前

望

者

抗

野

刊

誌

十
れ
れ
印

刷

一
昨

日

提

即

日

印

-mhhげ
一軒

訪

れ

十

日

市

長

一

日

切

れ

れ

当

日

間

一

回

均

一…一

晃

紅

白

山

内

向

刊

誌

ぷ

h
p
Hて
持

続

十

河

野

一
閃
す
る
希
望
に
つ
い
て
の
}一
高

に

一

状

況

に

引

い

て

請

に

チ

ェ

ッ

ク

を

い

も

の

で

は

な

い

と

指

摘

し

た

の

に

対

一

陣

純

一山
一
意

て
京
大
な
倒
閣
で
あ
り
ま
確
保
一
法
」
の
早
期
制
定

図
る
よ
う
強
く
語

Zも
の
で
あ
川

一

一

一

一

幽

一川

一
つ
い
て
は
、
河
思
議
宮
部
を

一い
判
断
す
る
中
で
、
推
定
更
に
戸
し
、
語
は
、
孟
綿
密
簡
と
し
一

膨

大

一

て

を
求
め
る
意
見
寄

り
ま
す
・

r

可

一

一
刻
誌
に
辺
川
さ
せ
る
た
め
択
の
草
F

の
必
暖
ま
れ
ば
、
財
政
書
と
島
一て
は
そ
う
あ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
関
一

層

川

君

、

霊

読

ま

昔

話

近

年

日

本

え

茨

す

る

大

車

京

青

葉

第

九

十

九

幸

一

一
山
六
用
者
三
で
は
、
甲
府
地
長
以
一
間
朝
治
郎
、
小
間
以
草

一
恕
見
書
し
ま
し
た
。

一警
し
、
賀
高
っ
て
い
き
た
い
旨

-5
3
5
1し

て
あ
一

-

一

山

富

員

長

率

与

す

る

は

、

そ

の

資

本

力

に

も

の

を

い

わ

せ

習

規

定

に

よ

り

宣

誓

一

手

川

五

塁

悪

び

に

甲

府

里

一

中

西

久

、

本

罪

一一、

持
費
話
人
的
躍
に
万
全
逗
一
帯
高
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。
了
、
こ

の

よ

う

な

す

瑚

も

露

す

る

と

一

例

改

H
す
ベ

Z
Z
F
Eか
ら
実
訂

世
会
は
あ
品
草
野
で
妻
く
取
従
来
巾
小
講

義

の

革

で

あ

っ

る

も

の

で

あ

り

ま

す

。

川

一穂
村
司
学
校
組
合
警
の
補
欠
費
の
一

O
甲
府
市
玉
穂
村
中
学
校
組
合

一

を
期
し
、
育
児
体
宗
安
心
し
て
取
一
な
お
、
教
育
査
会
は
社
会
需
品
一去
に
、
県
と
の
折
衝
の
量
言
者
一

民

生

委

員

会

施
し
た
い
と
芝
、
ま
た
、
霊
に
つ
一

…
η
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
住
民
の
意
思
た
、
豆
腐
、
コ
ン

ニ

ャ

ク

、

か

ま

ぼ

昭

和

平

一

年

背

…

去

が

行

わ
れ、

そ
れ
ぞ

れ
恋
哲
一

四
国
員

)

一

れ
る
よ
う
に
す
る

E
。

瓦

に
で
、
事
助
事
宗
動
状
況
一慮
し
、
高
が
最
も
妥
当
な
監
と
吐

い
て
も
霊
度
に
実
施
し
た
い
、
と
問
一

一
は

的

確

に

反

映

さ

れ

て

い

る

と

と

ろ

品

の

ね

り

製

品

、

持

票

飲

郡

甲

府

間

望

号

当

選

さ

れ

て

た

.

一

小

河

原

芥

平

、

土

屋

胆

り

一
一
、
昔
話
す
る
開
内
で

喜

一の

書

柔

め

る

べ

き

だ

と

す

ま

断

し

た

の

で

襲

し

た

。

一

民

芸

員

会

に

草

さ

れ

た

喜

一ら
か
に
し
て
お
り
ま
す
。
一

山
で

あ

り

ま

す

。

若

宮

に

ま

五

出

を

し

て

き

で

寝

殿

大

臣

、

通

商

葉

大

臣

、

…

一O
甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
一

小

林

罪

;
一

に
つ
い
て
忠
雄
す
る
こ
と
。

一

再

し

ま

し

汚

名

、

李

堅

持

に

あ

た

っ

て

す

、

い

ず

れ

も

当

局

襲

ど

お

り

可

決

一
重

要

専

用

出

府

露

間

山

か

女

説

状

躍

の

上

に

た

ち

現

お

り

ま

す

。

書

作

凶

庁

長

室

て

…

一

合
感
員

一

ょ
一

て
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
、

塁

線

事

務

主

号
、
七
六
号
、

Zザ
は
、
去
の
選
管
得
た
う
え
で
執
乏
し
ま
し
た
が
、
世
間
第
五
九
書
信
一翠
徴
収
条
例
の
-
襲
警
す
る
尭
一

一
行

の

制

度

差

革

す

る

と

と

は

、

地

こ

の

こ

と

は

中

小

請

書

富

山

一

一

。:
一

組
合
と
意
向
で
十
分
な
協
績
を
一七
八
号
の
四
語
、
山
罪
、
脅
す
告
の
葬
が
あ
り
ま
し
た
周
一
宮
護
保
険
者
の
一
聖
子
す
一例
制
定
に
つ
い
て
持
曲
家
第
六
六号一

?
-
Z
E
E
-
2
2
2
2
2
E
Z
E
E
-歪
-zzzzzzzzZE--三三-喜一三重言量一
ZEE-霊
三
喜
一
言
喜
一
三
一
三

Z
E
E
-恥
一

請

願

一

陳

情

夫

一

語
両
者
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
号
室
前
回
小
、
朝
日
小
の
刑
事
の
た
め
の
一
し
か
し
、
毒
患
者
、
本
才
入
を
て
由
来
例
制
定
に
つ
い
で
に
関
連
し
て
、

ト昭
和
五
十
一
年
軍
用
農
薬
会

τ~め
の
二
十
四
時
間
保
話
番
、
三
九
長
義
的
の
締
結
に
つ
い
て
の
こ
一加
入
望
書
る
よ
是
認
し
て
た
一

一

一

巾
で
実
施
し
、
議
後
も
、
両
者
に
一
清
員
約
の
露
で
あ
り
ま
す
が
、
話

一
歪
す
る
こ
と
は
甲
府
市
高
型
車
塙
戸
円
の
護
霊
視
妻
、
向
刑
事
ト計
算
予
算
(
第
一
号
)
の
二
案
に
つ
一
ら
に
は

寵
霊

長

書

ち

一看
護
師
吾
、
い
ず
れ
も
公
書
室
授
の
た
一

一
探
択
さ
れ
た
も
の

一
採
択
さ
れ
た
も
の

会

一

よ
る
禍
露
関
長
吋
る
な
ど
室
員
会
は
特
に
、
北
中
学
講
改
唱
に
問
皮
に
羊
を
か
す
と
と
に
な
り
か
ね
ず
、
一
費
支
給
制
度
に
お
吋
自
己
負
担
件
の
一い
て
責
章
、
各
相
医
師
曹
霊
化
一
の
た
め
の
住
霊
碑
も
検
討
す
る
ほ
一め
の
契
約
で
あ
り
ま
す
が
、
宣
言
一

水

進

委

員

会

一

【松

警

塁

】

一

【輯
重
一
塁
]

一

に

( 2 ) 

各
常
任
委
員
会
の
審
査
状
況
l一

総

務

委

員

会

一つ
い
て
厳
し
い
輸
様
が
変
さ
れ、

議
員

一か
ら
命
後
に
問
題
を
残
さ
な
い
た
め
の

一配
慮
が
不
十
骨
で
あ
る
と
し
て
不
満
の

一意
思
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
が
、

ζ
れ
に
一
漉
辺
健
市
務
員
が
全
菌
閉
稽
金
醗
長

一対
し
て
当
局
か
ら
「
荒
川
増
資
取
水
に
一舎
か
ら
永
年
動
制
の
表
彰
を
う
吋
ま
し

一
閃
す
る
補
償
に
つ
い
て
は
、
六
月
二
十
一た
.
間
勝
負
は
、
昭
和
二
十
六
年
初
当

一六
日
に
調
印
し
た
覚
え
密
を
も
っ
て一

一選
凶
'
高
六
担
当
通
し
て
お
り
、
こ
の
た

一切
解
決
し
た
」
旨
の
確
認
曹
が
謹
ホ
竺
び
全
国
鱗
長
会
か
ら
劃
続
二
十
年
の
特

一れ
ま
し
た
の
で
、
宣
告
も
と
れ
を
7
一聖
堂
う
吋
た
も
の
で
す
。

一来
す
る
と
と
も
に
、
奇
後
十
分
こ
う
し
一
六
月
定
例
会
の
別
版
、
本
会
械
掛
で

一た
言
語
恕
す
る
よ
う
要
望
し
ま
し
重
か
ら
建
状
の
伝
票
行
わ
れ
ま

一た。

一し
た
。

表
彰
お
め
で
と
う

一
尚
一
一
町
一
概
博
物

組

合

議

員

決

る

。

。
。


